










要約 

過換気療法を含む人工換気療法や,薬物療法(トラゾリン)に抵抗する重症 PFC のうち,胎便

吸引症候群(MAS)など内科的疾患に合併する 3例に対して ECMOによる治療を試みた。その

結果,2 例は死亡,1 例を救命し得た。死亡例でほ,心筋梗塞,肺出血梗塞や急激な心不全など

がその原因として推測された。生存例では ECMO を 65 時間運転後,ECMO より離脱,生後 120

時間で人工換気を終了することができた。 

重症 PEC に対して ECMO が効果的であった症例を経験することができたが,一方で技術的な

問題の検討や発達への影響の検討などが今後の重要な課題である。 


